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病
は
社
会
が
つ
く
る

―
孤
立
が
心
身
の
健
康
を
左
右
す
る

　

精
神
疾
患
の
ケ
ア
の
現
場
で
は
し
ば
し
ば“
奇

跡
”が
起
き
る
と
言
わ
れ
る
。付
き
添
わ
な
い
と

外
出
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
、と
あ
る
認
知
症
と

の
診
断
を
受
け
た
80
代
女
性
の
患
者
は
、周
囲
の

誘
い
で
お
手
玉
サ
ー
ク
ル
に
通
い
始
め
た
と
こ
ろ
、

当
初
は
家
族
か
ら
の
付
き
添
い
が
な
い
と
会
場

ま
で
行
き
着
く
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
の
だ
が
、

参
加
す
る
に
つ
れ
て
徐
々
に
認
知
機
能
が
回
復
し
、

5
回
目
か
ら
は
1
人
で
会
場
ま
で
出
か
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。そ
の
後
は
他
の
参
加

者
に
お
手
玉
を
教
え
る
側
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

ま
た
、あ
る
統
合
失
調
症
の
50
代
男
性
は
、幻
覚

や
幻
聴
が
妨
げ
と
な
り
周
囲
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
う
ま
く
い
か
ず
作
業
所
で
も
孤
立
し

て
い
た
が
、周
囲
の
誘
い
で
喫
茶
店
で
の
就
労
や

ア
ー
ト
展
へ
の
出
品
な
ど
を
始
め
た
と
こ
ろ
、地

域
と
の
関
係
が
広
が
り
、今
で
は
当
事
者
の
活
動

拠
点
づ
く
り
に
も
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
の
人
々
に“
処
方
”さ
れ
た
の
は
画
期

的
な
新
薬
で
は
な
い
。「
周
囲
の
誘
い
」に
よ
る
活

動
の
場
、あ
る
い
は
自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る
場
所

で
あ
り
、人
々
と
の
居
心
地
の
よ
い
つ
な
が
り
で

あ
る
。

　

社
会
的
孤
立
は
、心
身
の
健
康
に
強
い
影
響
を

及
ぼ
す
。孤
独
感
に
基
づ
く
ス
ト
レ
ス
は
、認
知
機

能
や
精
神
症
状
、健
康
行
動
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
す

だ
け
で
な
く
、慢
性
・
急
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患

の
リ
ス
ク
と
な
り
、死
亡
リ
ス
ク
す
ら
高
め
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る（

１
）。反

対
に
、孤
独
・
孤
立（

a
）

が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
で
、前
述
の
よ
う
に
驚
く
ほ

ど
症
状
が
和
ら
ぎ
、そ
の
人
の
潜
在
的
な
機
能
が

発
揮
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　

精
神
疾
患
は
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

含
む
社
会
生
活
の
側
面
と
関
係
が
深
い
分
、関
係

性
の
ケ
ア
を
進
め
る
こ
と
で
、一
見
奇
跡
と
も
思

え
る
ほ
ど
劇
的
な
改
善
が
見
ら
れ
得
る
の
だ
ろ

う（
２
）。

社
会
的
処
方
の

制
度
化
に
向
け
た
10
の
提
案

―「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」を
社
会
保
障
に
組
み
込
む
た
め
に
―

近藤 尚己
●
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孤
独
・
孤
立
対
策
の
現
在
地

　

今
、孤
独
・
孤
立
対
策
が
世
界
的
な
う
ね
り
に

な
っ
て
い
る
。そ
の
契
機
は
C
O
V
I
D

−

19
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と
は
明
確
だ
。感
染
回

避
の
た
め
の
社
会
的
接
触
の
規
制
が
生
み
出
し

た
も
う
1
つ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク「
孤
独
と
孤
立
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」は
、多
く
の
健
康
二
次
被
害
を

も
た
ら
し
た
。感
染
で
は
な
く
、孤
独
・
孤
立
に
よ

る
健
康
被
害
で
あ
る
。

　

こ
の
反
省
の
下
、世
界
保
健
機
関（
W
H
O
）は

「
社
会
的
つ
な
が
り
」に
関
す
る
取
り
組
み
を
強

化
し
、孤
独
・
孤
立
を
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
の
ア

ジ
ェ
ン
ダ
に
設
定
し
た（

１
）。

　

国
内
で
も
、コ
ロ
ナ
禍
中
に
孤
独
・
孤
立
対
策

担
当
大
臣
が
生
ま
れ
、孤
独
・
孤
立
対
策
法
が
制

定
さ
れ
た
。行
政
・
民
間
・
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
可
能

な
こ
と
を
持
ち
寄
り
な
が
ら
、多
様
な
現
場
で
孤

独
・
孤
立
対
策
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。注
目
す
べ

き
は
、文
化
芸
術
分
野
か
ら
の
提
案
で
あ
る
。東

京
藝
術
大
学
を
中
心
と
す
る
J
S
T
事
業「
共
生

社
会
を
つ
く
る
ア
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
共

創
拠
点
」で
は
、住
民
主
体
の
文
化
芸
術
活
動
を

町
ぐ
る
み
で
生
み
出
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
環
境

づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。筆
者
ら
は
、自
分

ら
し
い
生
き
方
や
そ
の
表
現
が
で
き
る
あ
り
さ

ま
を「
文
化
的（
あ
る
い
は
実
存
的
）ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
」と
呼
び
、そ
の
基
盤
と
な
る
地
域
の
文

化
資
本（
文
化
活
動
の
実
践
の
場
や
文
化
施
設（
図

書
館
等
）、伝
統
文
化
の
担
い
手
や
教
育
環
境
な
ど
）

の
醸
成
が
、孤
独
・
孤
立
対
策
に
お
い
て
も
重
要

と
考
え
て
い
る（

３
）。

「
タ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
」と
し
て
の

医
療
の
重
要
性

　

孤
独
・
孤
立
対
策
の
現
場
で
は
、実
際
に
困
り

ご
と
を
抱
え
て
い
る
人
に
出
会
う
の
が
難
し
い
と

い
う
課
題
が
あ
る
。孤
独
・
孤
立
対
策
法
を
踏
ま

え
た
調
査
で
も
、孤
独
・
孤
立
と
関
連
の
深
い
要

因
の
1
つ
に
健
康
問
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（

４
）。

自
身
の
不
調
、家
族
の
病
気
や
障
害
、介
護
、死
別

な
ど
、医
療
・
介
護
に
関
わ
る
出
来
事
は
孤
立
の

契
機
に
な
り
や
す
い
。

　

し
か
し
医
療
現
場
で
は
、患
者
の
孤
独
・
孤
立

を「
発
見
」し
、適
切
な
支
援
に
接
続
す
る
こ
と
を

後
押
し
す
る
診
療
報
酬
上
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

は
限
定
的
で
あ
り
、ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ツ
ー
ル
も

十
分
普
及
し
て
い
な
い（

５
）。現

状
は
、全
人
的
ケ

ア
を
目
指
す
医
師
・
医
療
チ
ー
ム
の
規
範
意
識
や

自
助
努
力
に
依
存
し
て
い
る
部
分
が
大
き
い
。

厚
労
省「
社
会
的
処
方
モ
デ
ル
事
業
」

か
ら
の
学
び

　

医
療
を
主
な
タ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
孤
独
・

孤
立
対
策
を
進
め
る
枠
組
み（

b
）

と
し
て
、世
界

的
な
広
が
り
を
示
し
て
い
る
の
が「
社
会
的
処
方

（Social Prescribing

）」で
あ
る
。社
会
的
処
方

の
活
動
で
は
、医
療
現
場
で
出
会
っ
た
孤
独
・
孤

立
に
困
る
人
々
を
、リ
ン
ク
ワ
ー
カ
ー
と
呼
ば
れ

る
相
談
員
に
紹
介
す
る
。リ
ン
ク
ワ
ー
カ
ー
は
本

人
と
の
対
話
を
通
じ
て
本
人
を
取
り
巻
く
関
係

性
や
生
活
環
境
を
整
え
、地
域
資
源
に
つ
な
ぎ
、

時
に
は
本
人
が
望
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
づ

く
り
を
共
に
育
て
て
い
く
。個
人
の
孤
独
・
孤
立

へ
の
対
応
に
加
え
て
、地
域
の
共
生
的
な
環
境
づ

く
り
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

国
内
で
は
2
0
2
1
年
度
か
ら
3
年
間「
保
険

者
と
か
か
り
つ
け
医
等
の
協
働
に
よ
る
加
入
者

の
予
防
健
康
づ
く
り
」の
事
業
と
し
て
、社
会
的

処
方
の
モ
デ
ル
事
業
が
実
施
さ
れ
た（

６
）。筆

者
は
、

こ
の
モ
デ
ル
事
業
の
提
案
段
階
か
ら
運
営
支
援
、

最
終
評
価
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
関
わ
っ
た
。

　

全
国
9
地
域
の
保
険
者
協
議
会
が
受
託
し
、基

礎
自
治
体
単
位
で
の
モ
デ
ル
構
築
が
行
わ
れ
た
。

実
装
場
面
は
慢
性
10
疾
患
重
症
化
予
防
・
歯
科
保

健
・
特
定
保
健
指
導
・
地
域
包
括
ケ
ア
・
妊
産
婦
ケ

ア
・
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
・
在
宅
医
療
・
介

護
推
進
事
業
と
多
様
で
あ
っ
た
。

　

興
味
深
い
の
は
、実
装
場
面
が
異
な
っ
て
も
、成

功
の
条
件（
最
低
限
の“
型
”）が
か
な
り
共
通
し
て

い
た
点
で
あ
る
。最
終
取
り
ま
と
め
の
分
析
か
ら
、
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次
の
4
点
が「
共
通
点
」と
し
て
抽
出
さ
れ
た
。

共
通
点
①	

推
進
チ
ー
ム・
対
応
部
門（
ハ
ブ
）の

設
置

　

社
会
的
処
方
は
、医
療
機
関
が
単
独
で
完
結
で

き
る
取
り
組
み
で
は
な
い
。モ
デ
ル
事
業
で
は
、

い
ず
れ
の
拠
点
で
も
、医
療
か
ら
紹
介
さ
れ
た
人

を
地
域
で
受
け
止
め
、生
活
課
題
を
整
理
し
、地

域
資
源
に
つ
な
ぎ
、必
要
に
応
じ
て
フ
ォ
ロ
ー
す

る「
ハ
ブ
」
機
関
が
設
置
さ

れ
て
い
た（
図
1
）。地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、社
会
福

祉
協
議
会
、保
健
セ
ン
タ
ー

等
が
中
心
と
な
り
、庁
内
外

の
多
職
種
チ
ー
ム
を
形
成
し

て
い
た
。医
療
機
関
側
の
理

解
と
紹
介
導
線
を
整
え
る
と

同
時
に
、地
域
側
で
の「
受
け

皿
」づ
く
り
を
支
え
る
機
能

も
有
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

共
通
点
②	

生
活
課
題
の
評

価
と
情
報
連
絡

の
た
め
の
ツ
ー
ル

の
開
発
と
活
用

　

医
療
と
地
域
の
間
で「
何

を
・
ど
う
共
有
す
る
か
」が
明

確
で
な
い
と
連
携
が
進
み
づ

ら
い
。モ
デ
ル
事
業
で
は
、生

活
上
の
困
り
ご
と（
孤
独
・
経

済
・
家
族
関
係
・
就
労
・
居
住
・

社
会
参
加
等
）を
把
握
す
る

評
価
シ
ー
ト
や
、診
療
情
報

提
供
書
等
へ
の「
社
会
生
活

状
況
」を
記
載
す
る
欄
の
追
加
、と
い
っ
た
工
夫

が
多
く
見
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
、モ
デ
ル
事
業
を
進
め
た
兵
庫
県
養や

ぶ父

市
で
は
、本
人
の
状
態
を「
欠
如
」で
は
な
く「
可

能
性
」か
ら
捉
え
る
対
話
ツ
ー
ル
と
し
て
、ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
多
面
的
に
可
視
化
す
る
く
も

の
巣
チ
ャ
ー
ト（

c
）が

活
用
さ
れ
て
い
る（
図
2
）。

福
祉
的
支
援
で
は
、問
題
を
列
挙
し
矯
正
す
る
よ

り
も「
き
ら
り
と
光
る
き
っ
か
け
」を
見
つ
け
芽

生
え
を
待
つ
ほ
う
が
効
果
が
高
い
場
合
は
多
い
。

共
通
点
③	

相
談
人
材（
リ
ン
ク
ワ
ー
カ
ー
）の
養

成
と
そ
の
活
動
支
援

　

社
会
的
処
方
で
は
リ
ン
ク
ワ
ー
カ
ー
が
そ
の

中
心
的
な
人
材
と
な
る
。リ
ン
ク
ワ
ー
カ
ー
は
単

な
る
紹
介
係
で
は
な
く
、本
人
の
希
望
を
共
に
見

出
し
、地
域
資
源
と
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、参
加
の
障

壁（
不
安
・
移
動
・
費
用
・
対
人
関
係
な
ど
）を
下
げ
、

参
加
後
の
経
験
を
共
に
振
り
返
り
な
が
ら
次
の

一
歩
に
つ
な
げ
る
。モ
デ
ル
事
業
で
は
、保
健
師
・

社
会
福
祉
士
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ナ
ー
ス
等
が
役

割
を
担
い
、一
般
住
民
へ
の
養
成
研
修
会
を
実
施

し
た
自
治
体
も
複
数
あ
っ
た
。

　

リ
ン
ク
ワ
ー
カ
ー
の
自
己
効
力
感
と
心
理
的

安
全
性
を
高
め
る
た
め
に
、リ
ン
ク
ワ
ー
カ
ー
の

役
割
や
そ
の
範
囲
、1
人
ひ
と
り
の
担
当
ケ
ー
ス

の
数
や
内
容
を
把
握
・
共
有
し
な
が
ら
後
方
支
援

し
た
り
、相
互
の
交
流
の
機
会
を
用
意
す
る
こ
と

も
行
わ
れ
て
い
た
。I
C
T
を
活
用
し
た
リ
ン
ク

社会的処方の制度化に向けた10の提案
―「ウェルビーイング」を社会保障に組み込むために―

図1　兵庫県養
や ぶ

父市の社会的処方の仕組み図（資料提供：養父市社会的処方推進課）

● 対象
 孤立など社会生活面に課
題を抱えている市民

● 期間
 2022年度から継続

紹介事例
● 社会参加の機会が欲しい
● 得意なことはあるが、つな
がり先が分からない

● 不安が大きく多機関頻回
受診してしまう

● 制度の狭間で誰に相談し
ていいか分からない

● 生活困窮・コミュニケーショ
ンが苦手・親族とも不仲

● 気持ちの落ち込みにより、
身体活動が低下

● アルコール量の増加
● 生活実態が不明
● 認知機能の低下　など

市役所 社会的処方推進課
（リンクワーカー役 保健師・看護師等）
①本人へのコンタクト（状況確認・同意）
②保健指導等
③必要に応じて制度・サービス、社会資源
　を紹介するなどの継続支援
④支援状況の報告（フィードバック）

診療の場面で
　生活面・健康面の伴走・支援、地域の中で関わりが
　必要と思われる方

医療機関
（かかりつけ医）

医師からの説明
◆診療以外でのサポートが必要
◆市の保健師等の相談支援を紹介

患者の同意
支援の希望

医師より連絡
様式①

相談支援依頼シート

支援状況のフィードバック
様式② 支援状況連絡シート

支援
見守り等
（伴走）

受診

患 者

重症化予防・支援の流れ

かかりつけ医とリンクワーカーの連携による
疾病の重症化予防と社会生活面への支援の取り組み
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ワ
ー
カ
ー
支
援
も
見
ら
れ
た
。

共
通
点
④	

社
会
資
源
情
報
の
収
集・
更
新・
活
用

（
地
域
資
源
マ
ッ
プ
）

　

社
会
的
処
方
の
紹
介
先
と
な
る
地
域
資
源
に
は
、

行
政
の
制
度
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、サ
ー
ク
ル
・

居
場
所
・
学
び
や
文
化
活
動
の
場
・
就
労
支
援
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
多
様
で
あ
っ
た
。モ
デ
ル
事
業

で
は
、地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
と
情
報
の
一
覧

化
を
行
い
、医
療
者
も
住
民
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る

形
で
整
備
す
る
取
り
組
み
が
共
通
し
て
見
ら
れ
た
。

養
父
市
で
は「
つ
な
が
る
D
A
Y 
Y
A
B
U
」サ

イ
ト（
図
３
）や
ア
プ
リ
を
通
じ
、市
民
が
生
活
ア

セ
ス
メ
ン
ト
ツ
ー
ル（
く
も
の
巣
チ
ャ
ー
ト
）と

資
源
マ
ッ
プ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。さ
ら
に
利
用

状
況
や
相
談
状
況
の
デ
ー
タ
化（
P
H
R
的
活
用
）

も
構
想
さ
れ
て
い
る
。

社
会
的
処
方
を
進
め
る
10
の
提
案

　

今
後
は
、モ
デ
ル
事
業
の
学
び
を
、実
効
性
の

あ
る
形
で
社
会
実
装
し
つ
つ
、モ
デ
ル
地
域
で
の

活
動
に
終
わ
ら
せ
ず
に
、汎
用
可
能
な
よ
う
に
調

整
し
て
い
き
な
が
ら
、制
度
的
な
支
え
に
よ
り

全
国
へ
広
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
べ
き
で
あ

る
。後
述
の
よ
う
な
制
度
化
の
弊
害
に
十
分
留
意

し
つ
つ
も
、制
度
化
は
現
場
デ
ー
タ（practice-

based evidence

）の
収
集
と
蓄
積
を
可
能
と
す

る
。そ
う
し
て
集
ま
っ
た
エ
ビ
デ
ン
ス
は
、当
事

者
を
中
心
と
し
た
熟
議
と
改
善
の
プ
ロ
セ
ス
、

す
な
わ
ちevidence-based policy m

aking

（
E
B
P
M
）に
活
用
で
き
る
。

　

社
会
的
処
方
の“
制
度
化
”に
は
、い
く

つ
か
の
懸
念
や
批
判
も
あ
る（

d
）。第
1
に
、

市
民
活
動
や
地
域
の
自
発
的
な
支
え
合

い
が
医
療
や
行
政
の
枠
組
み
に
取
り
込

ま
れ
る
こ
と
で
、い
わ
ば「
医
療
化
」さ
れ
、

活
動
の
自
由
度
や
多
様
性
が
損
な
わ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
で
あ
る
。

第
2
に
、制
度
が
整
う
過
程
で
地
域
の
活

動
が
行
政
の
目
的
の
た
め
に「
消
費
」さ

れ
、担
い
手
の
疲
弊
を
招
く
の
で
は
な
い

か
と
い
う
懸
念
で
あ
る
。第
3
に
、医
療
・

福
祉
の
現
場
で
は
既
に
多
く
の
業
務
を

抱
え
て
お
り
、新
た
な
相
談
業
務
が
追
加
さ
れ
れ

ば
現
場
が
パ
ン
ク
す
る
可
能
性
で
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
る
な
ら
、社
会
的
処
方
は「
新

制
度
を
作
る
」よ
り
も
、ま
ず
は
既
存
制
度・
既
存

資
源
を〝
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
〟し
て
接
点
を
増
や
す

方
向
で
進
め
る
の
が
現
実
的
で
あ
り
、か
つ
持
続

可
能
で
あ
る
。そ
の
観
点
か
ら
、以
下
に
10
の
提

案
を
示
す
。

提
案
1	

医
療
を
孤
独・
孤
立
対
策
の「
タ
ッ
チ
ポ

イ
ン
ト
」と
し
て
明
確
化
す
る

　

孤
独
・
孤
立
は
、本
人
が「
孤
独
で
す
」と
訴
え

る
形
で
は
表
面
化
し
に
く
い
。実
際
に
は
、慢
性

疾
患
・
メ
ン
タ
ル
不
調
・
受
診
中
断
・
生
活
困
窮
・

家
族
介
護
・
死
別
な
ど
、医
療
・
介
護
に
関
わ
る
出

来
事
を
通
じ
て
顕
在
化
す
る
こ
と
が
多
い
。従
っ

て
医
療
は
、孤
独
・
孤
立
対
策
の
最
大
の
接
点
に

な
り
得
る
。医
療
者
が「
生
活
課
題
の
可
能
性
に

気
づ
く
」た
め
の
医
療
者
へ
の
啓
発
・
地
域
連
携

先
の
明
示
・
紹
介
導
線
の
簡
便
化（
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
化
）を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

具
体
例：
か
か
り
つ
け
医
が
、生
活
上
の
困
難（
孤

独
、経
済
、就
労
、家
族
関
係
、住
ま
い
）を
疑
っ
た

際
に
、院
内
で
完
結
さ
せ
ず
地
域
側
の
ハ
ブ
へ
紹

介
す
る
ル
ー
ト
を
標
準
化
す
る
。

提
案
2	

地
域
側
に「
受
け
皿（
ハ
ブ
）」機
能
を
整

備
し
、責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
社
協
・
保
健
セ
ン

図2　くもの巣チャート：多面的健康・ウェルビー
イングの自己評価と対話のツール

日常機能

社会とのつながり

心の状態

いきがい

くらしの質

身体の状態
10

8

6

4

2

0
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タ
ー
・
重
層
的
支
援
の
相
談
窓
口
な
ど
、地
域
に

は
既
に
相
談
資
源
が
あ
る
が
、社
会
的
処
方
の
窓

口
を
一
本
化
す
る
か
、少
な
く
と
も「
ど
こ
が
何

を
担
う
か
」を
明
確
に
す
る
ほ
う
が
機
能
し
や
す

い
だ
ろ
う
。

具
体
例：
自
治
体
が“
社
会
的
処
方
の
地
域
窓
口
”

を
明
示
し
、医
療
機
関
を
含
む
タ
ッ
チ
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
人
々
・
組
織
向
け
に
紹
介

先
・
紹
介
方
法
・
対
応
範
囲
を
一
覧
化
す

る
。

提
案
3	

リ
ン
ク
ワ
ー
カ
ー
を「
養
成
」し
、

支
援
す
る
仕
組
み
を
作
る

　

リ
ン
ク
ワ
ー
カ
ー
の
仕
事
は
、紹
介
状

の
受
領
・
本
人
の
希
望
の
形
成（
対
話
）・

参
加
障
壁
の
低
減
・
伴
走
と
振
り
返
り
・

必
要
時
の
多
機
関
連
携
な
ど
多
様
で
あ

り
、担
当
者
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、個

人
プ
レ
ー
で
は
な
く
、組
織
的
な
支
え
の

中
で
進
め
る
よ
う
に
支
援
の
仕
組
み
を

整
え
る
べ
き
で
あ
る
。

具
体
例：
リ
ン
ク
ワ
ー
カ
ー
養
成
研
修
の

実
施
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ナ
ー
ス
養
成
組

織
等
と
の
連
携
。ケ
ー
ス
負
荷
の
上
限
目

安
・
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
・
定
例
の
多
職

種
ケ
ー
ス
会
議
・
研
修
の
標
準
化
・
受
講

者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
機
会
の

提
供
な
ど
。I
C
T（
後
述
）に
よ
る
記

録
・
共
有
の
省
力
化
も
推
奨
す
る
。

提
案
4	

生
活
課
題
評
価
を〝
欠
如
モ
デ

ル
〟か
ら〝
可
能
性
モ
デ
ル
〟へ

転
換
す
る
ツ
ー
ル
を
普
及
す
る

　

問
題
を
列
挙
し
て
矯
正
す
る「
欠
如
モ
デ
ル
」

で
は
な
く
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
多
面
的
に
捉
え
、

本
人
の
望
む
生
活
像
を
共
に
言
語
化
・
実
践
・
調

整
し
て
い
く
た
め
の
ツ
ー
ル
が
必
要
で
あ
る
。

具
体
例：
く
も
の
巣
チ
ャ
ー
ト（
図
2
）の
よ
う
に
、

身
体
・
心
・
つ
な
が
り
・
生
き
が
い
等
を
多
面
的
に

捉
え
て
可
視
化
し
て
、一
緒
に
考
え
る
ツ
ー
ル
の

運
用
を
進
め
る
。

提
案
5	

地
域
資
源
マ
ッ
プ
の
作
成
と
継
続
的
運

用
の
仕
組
み
づ
く
り

　

地
域
資
源
は
流
動
的
な
た
め
、定
期
的
な
更
新
・

点
検
・
新
規
開
拓
を
含
め
た
運
用
を
可
能
と
す
る

仕
組
み
を
整
え
る
こ
と
。

具
体
例：
①
資
源
情
報
の
更
新
責
任
者（
部
署
）を

決
め
る
②
住
民
を
広
く
巻
き
込
ん
だ
マ
ッ
プ
作

成
グ
ル
ー
プ
の
組
織
化
③
年
1
回
の
棚
卸
し
④

医
療
機
関
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク（
紹
介
先
の

質
の
情
報
）を
取
り
込
む
⑤
住
民
自
身
が
登
録
・

更
新
で
き
る
仕
組
み
を
設
け
る
―
―
な
ど
。

提
案
6	

既
存
の
医
療
制
度
群
を
社
会
的
処
方
の

視
点
で
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る

　

社
会
的
処
方
を
診
療
報
酬
に“
新
設
”す
る
と
、

形
式
的
運
用
や
現
場
負
担
増
の
リ
ス
ク
が
あ
る
。

ま
ず
は
既
存
の
地
域
連
携
・
退
院
支
援
・
慢
性
疾

患
管
理
等
の
枠
組
み
に
あ
る「
生
活
支
援
」「
地
域

連
携
」の
理
念
を
点
検
し
、社
会
的
課
題
の
把
握

と
接
続
が
実
装
さ
れ
や
す
い
形
に
改
善
す
る
の

が
現
実
的
で
あ
る
。

社会的処方の制度化に向けた10の提案
―「ウェルビーイング」を社会保障に組み込むために―

図３　つながるDAY YABU／アプリ・ウェブの画面（地域資源マップのイメージ）

https://tsunagaruday-yabu.jp

2026.3.1現在172活動が登録
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具
体
例
：
生
活
習
慣
病
管
理
料
・
療
養
就
労
両
立

支
援
指
導
料
・
入
退
院
支
援
加
算
・
こ
こ
ろ
の
連

携
指
導
料
な
ど
社
会
的
処
方
に
類
す
る
活
動
へ

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
質
改
善
や
活
用
普
及
を

目
指
す
。ま
た
診
療
情
報
提
供
書
に
社
会
生
活
課

題
の
記
載
欄
を
追
加
す
る
、紹
介
先
ハ
ブ
と
の
連

携
を
評
価
す
る
、簡
便
な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
項
目

を
推
奨
セ
ッ
ト
化
す
る
な
ど
、“
小
さ
な
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
”を
評
価
・
改
善
し
な
が
ら
積
み
上
げ
る
。

提
案
7 

特
定
保
健
指
導
を「
生
活
習
慣
の
指
導
」

か
ら「
生
活
の
再
設
計
支
援
」へ
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
す
る

　

特
定
保
健
指
導
は
健
康
行
動
に
直
接
働
き
か

け
る
制
度
だ
が
、孤
独
・
ス
ト
レ
ス
・
生
活
困
難
と

い
っ
た
健
康
の
社
会
的
決
定
要
因（
S
D
H
）の

課
題
が
あ
る
場
合
、行
動
へ
の
指
導
だ
け
で
は
指

導
が
空
回
り
し
や
す
い
。生
活
背
景
を
丁
寧
に
捉

え
て
健
康
の
先
に
あ
る
生
き
が
い
の
創
生
も
見

据
え
た
全
人
的
な
、生
活
支
援
を
促
す
制
度
設
計

を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。地
域
資
源
へ
の
接
続
を

組
み
込
む
こ
と
で
、行
動
変
容
の
持
続
可
能
性
が

高
ま
る
。

具
体
例
：
宇
都
宮
市
医
師
会
の
よ
う
に
、面
接
時

に
生
活
課
題（
参
加
・
交
流
、経
済
、居
住
、家
族
）

を
把
握
す
る「
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
活
用
し
、必
要
に
応
じ
て
地
域
ハ

ブ
へ
接
続
す
る（
図
4
）。社
会
的
課

題
対
応
の
努
力
に
、保
険
者
側
の
評

価
・
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
設
計
す
る

余
地
も
あ
る
。

提
案
8	

介
護
保
険
を「
身
体
機
能・

認
知
機
能
」か
ら「
社
会
生

活
機
能
」も
含
む
評
価
へ

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る

　

介
護
保
険
の
認
定
や
ケ
ア
は
、身

体
機
能
と
認
知
機
能
評
価
が
中
心

で
あ
る
。し
か
し
、健
康
の
維
持
に

と
っ
て「
人
と
つ
な
が
る
力
」「
社

会
に
参
加
・
貢
献
す
る
力
」は
本
質

的
で
あ
り
、
国
際
生
活
機
能
分
類

（
I
C
F
）に
お
い
て
も
健
康
概
念
の
中
核
を
な

し
て
い
る
。社
会
生
活
機
能
の
視
点
を
組
み
込
み
、

社
会
的
処
方
と
の
接
続
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
、

予
防
・
自
立
支
援
の
方
向
性
が
強
化
さ
れ
る
だ
ろ

う
。

具
体
例
：
認
定
調
査
や
主
治
医
意
見
書
の
中
で
、

孤
立
リ
ス
ク
や
社
会
参
加
の
状
況
を
把
握
す
る

項
目
を
整
備
し
、通
い
の
場
・
地
域
活
動
・
文
化
活

動
等
の
活
用
を
視
野
に
入
れ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
を

後
押
し
す
る（

e
）。保

険
者
努
力
支
援
交
付
金（
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
交
付
金
）等
で
、医
療
機
関
・
地
域

包
括
・
地
域
資
源
の
連
携
を
評
価
す
る
設
計
も
考

え
ら
れ
る
。

提
案
9	

文
化
的
処
方
を
中
核
と
し
て
、文
化
資

本
の
醸
成
を
目
指
す

　

社
会
的
処
方
の
活
動
は
、個
人
と
地
域
の
文
化

資
本
を
尊
重
し
、そ
れ
を
育
む
も
の
で
あ
る
べ
き

で
あ
る
。新
た
な
活
動
が
、個
人
の
嗜し

好こ
う・

態
度
・

教
養
な
ど
と
し
て
身
体
化
さ
れ
た
文
化
と
大
き

く
乖か

い

離り

し
て
い
る
場
合
、居
心
地
の
悪
さ
を
生
み
、

望
ま
な
い
つ
な
が
り
を
押
し
付
け
る
結
果
と
な

り
か
ね
な
い
。

具
体
例：
住
民
が
参
加
で
き
る
小
規
模
な
文
化
活

動
を
地
域
に
増
や
す（
場
と
担
い
手
の
育
成
）。文

化
施
設
、芸
術
家
、学
校
、福
祉
拠
点
、医
療
機
関

の
連
携
・
協
働
。文
化
政
策
、地
域
振
興
政
策
、健

康
政
策
が
実
装
の
場
を
共
有
す
る
仕
組
み
。福
祉

の
主
な
目
標
を
経
済
困
窮
支
援
か
ら「
表
現
し
、

図4　宇都宮市医師会が活用する特定保健指導での
生活評価シート

該当する項目1つに黒鉛筆で □を記入してください。
なお、答えたくない質問については答えていただかなくても結構です。

この1年間では、給与や年金の支給日前でも、いつも通りの生活ができていましたか。

□できていた □ほぼできていた □時々困った □いつも困った
家族や親戚と会話や連絡をする機会はどのくらいありますか。

□ほぼ毎日 □時々するくらい □用事があれば □ほとんどない
この1年間で、家計の支払い（税金、保険料、携帯代、電気代など）は、いかがでしたか。

□問題なかった □ほぼ問題なかった □時々困った □いつも困った
友人・知人と会話や連絡をする機会はどのくらいありますか。

□ほぼ毎日 □時々するくらい □用事があれば □ほとんどない
ご自身の健康に満足していますか。

□とても満足している □おおむね満足している □あまり満足していない □満足していない
今の生活に満足していますか。

□とても満足している □おおむね満足している □あまり満足していない □満足していない

✓

1

2

3

4

5

6

質 問 事 項No.
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つ
な
が
り
、生
き
が
い
を
持
つ
生
活
」の
支
援
へ

広
げ
る
。

提
案
10	

I
C
T・
デ
ー
タ
基
盤
で「
省
力
化
」と

「
学
習
す
る
制
度
」を
つ
く
る

	
（
P
H
R・実
装
研
究
を
含
む
）

　

社
会
的
処
方
は
、善
意
と
根
性
だ
け
で
は
続
か

な
い
。相
談
や
紹
介
、参
加
状
況
、ア
ウ
ト
カ
ム

（
主
観
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
、社
会
参
加
、医
療

利
用
等
）を
、個
人
情
報
保
護
に
配
慮
し
な
が
ら

最
小
限
の
負
担
で
記
録
・
共
有
で
き
る
仕
組
み
が

必
要
で
あ
る（practice-based evidence

の
蓄

積
と
活
用
）。現
場
の
省
力
化
と
、制
度
の
学
習

（
E
B
P
M
に
よ
る
改
善
プ
ロ
セ
ス
）が
可
能
に

な
る
。

具
体
例：
養
父
市
の
よ
う
に
ア
プ
リ
等
で
利
用
状

況
を
I
D
で
デ
ー
タ
化
す
る
構
想
は
、P
H
R
の

文
脈
と
も
接
続
し
得
る
。ど
の
資
源
が
ど
の
層
に

届
き
や
す
い
か
、紹
介
が
滞
る
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
は

何
か
等
を
把
握
し
熟
議
と
改
善（
P
D
C
A
）を

回
す
。国
際
的
な
知
見（
W
H
O
、英
国
等
）と
も

往
還
し
、蓄
積
・
活
用
す
る
。

お
わ
り
に

　

社
会
的
処
方
は
、医
療
の
新
し
い
技
法
と
い
う

よ
り
も
、社
会
保
障
の
目
的
に
立
ち
返
り
、医
療

を
含
む
ケ
ア
の
在
り
方
を
問
い
直
す
試
み
で
あ
る
。

ま
た
、「
共
生
社
会
」と
い
う
言
葉
で
は
必
ず
し
も

届
き
に
く
い
医
療
セ
ク
タ
ー
か
ら
の
関
心
を
引

き
や
す
い
点
も
、こ
の
概
念
の
特
徴
で
あ
る
。

　

地
域
社
会
の
つ
な
が
り
や
文
化
活
動
を
通
じ

て
文
化
資
本
を
育
み
、人
々
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
を
高
め
る
こ
と
は
、社
会
保
障
の
理
念
と
も
深

く
重
な
る
。日
本
国
憲
法
第
25
条
が
掲
げ
る「
健

康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
」を
現
代
社
会

の
条
件
の
下
で
具
体
化
す
る
に
は
、医
療
・
保
健
・

福
祉
・
文
化
・
地
域
経
済
と
い
っ
た
分
野
が
分
断

を
越
え
て
連
携
し
、現
場
の
学
び
を
踏
ま
え
な
が

ら
制
度
を
更
新
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

社
会
的
処
方
は
、そ
の
た
め
の
現
実
的
な
入
口
で

あ
り
、同
時
に
、人
々
が「
自
然
と
健
康
に
な
る
」

社
会
を
設
計
す
る
た
め
の
方
法
論
で
も
あ
る
。
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■
注

（
a
）	

孤
独
・
孤
立
は
、周
囲
と
の
つ
な
が
り
が
乏
し
い
と
い
う
客

観
的
な
状
況（
社
会
的
孤
立
）と
、そ
の
乏
し
さ
を
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
に
捉
え
る
主
観
的
な
状
況（
孤
独
感
）に
分
け
て
考
え
る

の
が
一
般
的
で
あ
る
。

（
b
）	

厚
労
省
モ
デ
ル
事
業
で
は「
か
か
り
つ
け
医
等
と
医
療
保
険

者
が
協
働
し
、加
入
者
の
健
康
面
や
社
会
生
活
面
の
課
題
に

つ
い
て
情
報
共
有
を
行
い
な
が
ら
、重
症
化
予
防
や
健
康
づ

く
り
に
必
要
な
保
健
指
導
や
地
域
資
源
へ
の
つ
な
ぎ
等
を

実
施
す
る
取
り
組
み
」と
定
義
さ
れ
て
い
る
。実
際
は
医
療

機
関
以
外
の
タ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
も
さ
ま
ざ
ま
存
在
し
て
お
り
、

社
会
的
処
方
の
枠
組
み
内
外
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

（
c
）	H

uber

ら
に
よ
るpositive health

概
念
に
基
づ
き
開
発
さ

れ
た
ツ
ー
ル
の
日
本
語
版（

７
）

（
d
）	「
制
度
化
」論
に
お
け
る「
制
度
」の
定
義
は
ま
ち
ま
ち
で
あ

る
が
、「
制
度
」や「
し
く
み
」（
い
ず
れ
もsystem

s

と
英
訳
さ

れ
よ
う
）と
は
、政
府
や
自
治
体
に
よ
る
ル
ー
ル
や
公
共
事

業
の
こ
と
で
は
な
く
、社
会
の
多
様
な
構
成
員
同
士
で
協
議

し
な
が
ら
紡
ぎ
あ
げ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
仕
組
み
や
プ
ロ
セ

ス
を
意
味
す
べ
き
で
あ
り
、そ
れ
を
担
う
の
は
公
的
部
門
だ

け
で
な
く
市
民
や
事
業
者
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
で
あ
る
。

（
e
）	

今
回
の
提
案
の
中
で
、最
も
制
度
化
の
弊
害
が
懸
念
さ
れ
る

も
の
で
も
あ
る
。本
人
の
希
望
の
確
認
や
受
け
入
れ
態
勢
を

無
視
し
た
安
易
な「
地
域
資
源
活
用
」の
ケ
ア
プ
ラ
ン
が
横

行
し
な
い
制
度
設
計
が
必
要
で
あ
る
。

社会的処方の制度化に向けた10の提案
―「ウェルビーイング」を社会保障に組み込むために―

■
近
藤 

尚
己（
こ
ん
ど
う 

な
お
き
）
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